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目的 頭頚部基底細胞癌における再発危険因子を同定する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 米国の 2 総合病院（大学の関連病院） 
対象者 初回治療の頭頚部基底細胞癌 165 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 14 ） 

介入（要因曝露） 年齢、性別、治療前危険因子、病変数、部位、組織型、切除法、再建法の各因

子と再発率との関連を統計学的に検討 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再発（フォロー期間 18 ヵ月） 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

18 ヵ月のフォロー期間において、165 例中 23 例（14％）が再発。単変量解析

では男性（p<0.01）、術前危険因子（悪性腫瘍歴、放射線治療歴、瘢痕、色素

性乾皮症、基底細胞母斑症候群）の保有（p<0.05）、多発病変（p<0.01）、組織

型（硬化型、basosquamous、p<0.05）の 4 因子が有意に再発率が高かった。

これらを含めた多変量解析では術前危険因子と多発病変が最も有意な危険因

子であった。組織型では有意差がでなかった（p＝0.06） 

結論 

再発危険因子の同定についての今回の結果は、術前におけるリスク評価に重要

である。 
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単変量のみでなく多変量解析を行ってはいるが、統計手法についての記載が乏

しいために、客観的な評価がしづらい。 

 




